
PC プレス　2023 ／ May ／ Vol.031  　14

函館・江差自動車道と
函館新外環状道路の開通

明日を築くプロジェクトの風景♯004

大門 正樹

国土交通省 北海道開発局
建設部道路建設課
橋梁係長
だい　もん　　まさ　　き

は
じ
め
に

　
日
本
の
国
土
面
積
の
約
22
％
を
占
め
る

北
海
道
は
、
道
内
人
口
の
約
7
割
が
人
口

集
中
地
区
に
居
住
し
て
い
ま
す
が
、
都
市
間

の
平
均
距
離
は
全
国
の
お
よ
そ
2
倍
と
、
広

域
分
散
型
の
地
域
構
造
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
物
流
の
効
率
化
や
観
光
振
興
、

救
急
医
療
な
ど
社
会
・
経
済
活
動
に
お
い
て
、

時
間
距
離
の
短
縮
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
高
速
交
通
体
系
の
整
備
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

高
規
格
道
路
は
、食
と
観
光
を
担
う「
生

産
空
間
」
の
維
持
・
発
展
の
た
め
、
食
の

輸
送
を
支
え
る
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
、
観
光
地
や
主
要
な
空
港
・
港
湾
等
へ

の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
円
滑
化
は
も
と
よ
り
、

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
広
域
的
な

救
助
・
救
援
、
緊
急
物
資
の
輸
送
や
復
旧

活
動
を
支
え
る
な
ど
、
災
害
時
に
も
欠
か

せ
な
い
根
幹
的
イ
ン
フ
ラ
で
す
。

路
線
概
要

　
函
館
・
江
差
自
動
車
道
は
、
北
海
道
函

館
市
を
起
点
と
し
、
北
斗
市
、
木
古
内
町
、

上
ノ
国
町
を
経
由
し
て
江
差
町
に
い
た
る

高
規
格
道
路
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
北
斗

茂
辺
地
Ｉ
Ｃ
か
ら
木
古
内
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
延

長
16
㎞
区
間
は
茂
辺
地
木
古
内
道
路
と
し

て
、平
成
6
年
度
よ
り
事
業
着
手
し
て
お
り
、

平
成
8
年
度
の
環
境
影
響
評
価
を
経
て
設

計
協
議
を
行
い
平
成
10
年
度
に
用
地
着
手

し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
埋
蔵
文
化
財
調

査
等
を
行
い
、
平
成
13
年
度
か
ら
工
事
に

着
手
し
、
令
和
４
年
３
月
26
日
に
開
通
し

ま
し
た
。

　
函
館
新
外
環
状
道
路
は
、
函
館
市
桔
梗

町
を
起
点
と
し
、
函
館
市
古
川
町
に
至
る

延
長
約
15
㎞
の
高
規
格
道
路
で
あ
り
、
こ

の
う
ち
、
赤
川
Ｉ
Ｃ
〜
函
館
空
港
Ｉ
Ｃ
ま

で
の
延
長
７
・
６
㎞
区
間
は
空
港
道
路
と

し
て
、
平
成
13
年
度
の
着
工
準
備
以
降
、

北
海
道
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
手
続
き
、

都
市
計
画
変
更
手
続
き
を
経
て
、
平
成
19

年
度
に
事
業
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
21
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、

令
和
３
年
３
月
28
日
に
開
通
を
迎
え
ま
し

た
。

　
茂
辺
地
木
古
内
道
路
・
空
港
道
路
の
開

通
に
よ
り
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
に

よ
る
近
隣
都
市
間
の
連
絡
機
能
強
化
を
図

り
、
広
域
周
遊
観
光
の
活
性
化
、
緊
急
搬

送
の
速
達
性
・
安
定
性
向
上
、
農
林
水
産

品
の
輸
送
効
率
化
、
緊
急
時
の
避
難
救
援

ル
ー
ト
の
形
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

路
線
別
の
構
造
物

　
茂
辺
地
木
古
内
道
路
に
は
、
ト
ン
ネ
ル
が

１
本
、
橋
梁
が
11
本
あ
り
、
延
長
16
㎞
の
う

ち
約
4
・
6
㎞
（
約
3
割
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
木
古
内
町
内
に
設
置
の
橋
梁
延
長

上
位
４
橋
梁
に
は
、
木
古
内
町
の
伝
統
行
事

「
寒
中
み
そ
ぎ
祭
り
」
に
ち
な
ん
で
「
別
当

大
橋
」「
稲
荷
大
橋
」「
山
の
神
大
橋
」「
弁

財
天
大
橋
」
と
命
名
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
路
線
は
新
第
三
紀
中
新
世
後

期
〜
鮮
新
世
の
茂
辺
地
川
層
や
泥
質
岩
相

部
層
（
厚
沢
部
層
）
の
泥
岩
、
シ
ル
ト
岩
、

凝
灰
岩
を
主
体
と
す
る
堆
積
岩
類
を
基
盤

と
し
、
段
丘
堆
積
物
、
地
す
べ
り
堆
積
物
、

現
河
床
堆
積
物
、
崖
錐
堆
積
物
な
ど
が
被

覆
層
と
し
て
分
布
し
て
い
ま
す
。
基
盤
岩
は
、

塊
状
無
層
理
で
亀
裂
が
少
な
く
、
弱
風
化
部

以
深
に
お
け
る
Ｎ
値
は
安
定
し
て
50
以
上
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
分
布
深
度
は
部
分
的

に
10
ｍ
以
深
に
ま
で
下
が
る
箇
所
が
あ
る
も

の
の
概
ね
深
度
5
m
程
度
と
比
較
的
浅
い
箇

所
に
分
布
し
て
い
る
た
め
、
11
橋
全
て
が
Ｐ

Ｃ
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
函
館
新
外
環
状
道
路
の
、
赤
川
Ｉ
Ｃ
〜

函
館
空
港
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
延
長
７
・
６
㎞
区
間

は
、
９
本
の
橋
梁
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
約

１
割
の
延
長
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

ち
ら
も
９
本
中
７
本
が
Ｐ
Ｃ
橋
と
な
っ
て
お

り
、
主
に
先
第
三
紀
の
戸
井
層
と
新
第
三
紀

の
汐
泊
川
層
の
泥
岩
、
砂
岩
、
凝
灰
岩
を
基

盤
と
し
た
Ｎ
値
50
以
上
の
良
好
な
地
質
が
、

概
ね
深
度
５
ｍ
付
近
と
比
較
的
浅
い
深
度
に

分
布
し
て
お
り
地
盤
条
件
が
良
い
こ
と
か
ら
、

Ｐ
Ｃ
橋
が
多
く
採
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

高
度
な
施
工
管
理

　
そ
の
う
ち
函
館
新
外
環
状
道
路
の
「
湯

の
沢
川
大
橋
」
を
紹
介
し
ま
す
。
橋
長
が
１

５
７・３
ｍ
、橋
梁
形
式
は
「
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ

ン
２
径
間
Ｐ
Ｃ
Ｔ
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
」
で
、
架

設
工
法
は
「
片
持
ち
架
設
工
法
」
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
こ
の
橋
梁
は
日
吉
Ｉ
Ｃ
が
近

く
ラ
ン
プ
合
流
部
に
位
置
し
て
い
る
た
め
起

点
と
終
点
の
幅
員
が
約
32
ｍ
〜
23
ｍ
と
10
ｍ

も
違
う
上
下
線
一
帯
構
造
の
た
め
非
常
に
高

度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
ま
し
た
。
主
桁
は
４

室
箱
桁
と
な
っ
て
お
り
、
A
1
か
ら
P
1
間

は
拡
幅
に
併
せ
て
４
室
を
同
時
に
広
げ
、

P
1
か
ら
A
2
間
は
張
出
し
床
版
の
長
さ

を
変
化
さ
せ
、
幅
員
変
化
に
対
応
し
ま
し
た
。

A
1
側
への
張
出
し
施
工
で
は
、
横
移
動
装

置
を
組
み
込
ん
だ
特
殊
な
移
動
作
業
台
車

を
用
い
て
、
細
や
か
な
施
工
管
理
に
よ
り
完

成
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

C
I
M
に
よ
る
検
証
と

作
業
員
へ
の
周
知

　

茂
辺
地
木
古
内
道
路
の
「
渡
島
当
別
大

橋
」
で
の
C
I
M
導
入
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
本
橋
梁
は
橋
長
２
９
６
ｍ
の
３
径

間
連
続
Ｐ
Ｃ
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
あ
り
、

特
に
柱
頭
部
で
は
鉄
筋
が
過
密
と
な
る
た

め
、
配
筋
モ
デ
ル
作
成
に
よ
る
鉄
筋
干
渉

の
確
認
、
ウ
ェ
ブ
突
起
部
で
は
Ｐ
Ｃ
ケ
ー

ブ
ル
の
干
渉
を
回
避
す
る
た
め
ス
タ
ー

ラ
ッ
プ
形
状
を
変
更
す
る
な
ど
に
Ｃ
Ｉ
Ｍ

デ
ー
タ
を
活
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
施
工

計
画
、作
業
員
へ
の
作
業
手
順
の
周
知
な
ど
、

C
I
M
活
用
工
事
と
し
て
受
発
注
者
共
に

現
場
の
理
解
が
深
ま
り
事
故
も
な
く
完
了

し
ま
し
た
。
な
お
、
担
当
事
務
所
は

i-Construction

の
先
導
事
務
所
で
あ
り
、

３
次
元
起
工
測
量
、
３
次
元
デ
ー
タ
作
成
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
に
よ
る
施
工
、
３
次
元

出
来
形
測
量
な
ど
I
C
T
を
活
用
し
た
工

事
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、

橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
構
造
物
で
は

B
I
M
／
C
I
M
に
取
り
組
み
、
監
督
検

査
の
効
率
化
、
変
更
協
議
の
効
率
化
、
対

外
説
明
資
料
等
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

開
通
前
イ
ベ
ン
ト

　

令
和
２
年
10
月
４
日
に
、
函
館
市
東
山

町
会
と
同
町
内
を
通
る
新
外
環
状
道
路
の

東
山
大
橋
上
部
工
事
の
受
注
者
が
主
催
し

て
、
市
内
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
現
場

見
学
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
見
学
会

で
は
参
加
者
36
人
が
橋
上
に
虹
の
絵
を
描

き
、
完
成
後
は
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
上
空
か

ら
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
6

年
生
は
「
思
い
出
と
し
て
も
残
る
の
で
、

と
て
も
う
れ
し
い
。
貴
重
な
経
験
が
で
き

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

整
備
効
果
と
地
元
か
ら
の
声

観
光
へ
の
影
響

　

茂
辺
地
木
古
内
道
路
は
函
館
新
外
環
状

道
路
と
一
体
と
な
り
、
函
館
空
港
か
ら
主

要
観
光
地
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
強
化
が
図
ら

れ
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
道
南
地

域
に
お
け
る
周
遊
観
光
活
性
化
の
支
援
が

期
待
さ
れ
、
両
道
路
開
通
後
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
函
館
空
港
の
レ
ン
タ

カ
ー
利
用
者
、
松
前
さ
く
ら
ま
つ
り
、
道

の
駅
な
ど
の
入
込
客
数
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
移

動
時
間
短
縮
に
よ
り
満
足
度
が
高
く
な
っ

た
と
の
声
も
頂
い
て
お
り
ま
す
。

交
通
量

　

茂
辺
地
木
古
内
道
路
開
通
後
の
交
通
量

は
、
平
行
す
る
国
道
の
交
通
量
の
約
6
割

が
転
換
し
て
お
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
は
、
さ
ら
に
4
割
増
え
並
行
路
線
と

合
わ
せ
て
も
約
2
割
の
交
通
量
増
加
が
確

認
で
き
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
函
館
新
外

環
状
道
路
に
お
い
て
も
平
行
す
る
道
道
函

館
上
磯
線
の
交
通
量
が
約
２
割
減
少
し
、

並
行
路
線
合
計
で
は
５
割
増
加
す
る
な
ど
、

道
南
圏
に
お
け
る
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
概
成
に
伴
い
広
域
移
動
の
利
便

性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

安
全
性

　

函
館
新
外
環
状
道
路
の
開
通
に
伴
う
交

通
転
換
に
よ
り
、
平
行
す
る
道
道
函
館
上

磯
線
を
は
じ
め
と
す
る
路
線
で
の
交
通
事

故
件
数
が
、
そ
れ
ま
で
の
平
均
8
件
か
ら

1
件
に
ま
で
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
沿
線

の
学
校
関
係
者
か
ら
は
「
通
勤
が
集
中
す

る
時
間
帯
の
交
通
量
が
半
分
程
度
に
減
少

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
」
と
、
安
全
性

向
上
を
実
感
頂
い
て
お
り
ま
す
。

定
時
制

　

函
館
新
外
環
状
道
路
の
開
通
で
バ
ス
事

業
者
が
新
た
に
函
館
空
港
と
新
函
館
北
斗

駅
間
（
新
幹
線
）
を
結
ぶ
直
行
バ
ス
の
運

行
を
始
め
る
な
ど
市
街
地
を
通
る
よ
り
16

分
の
時
間
短
縮
の
効
果
に
よ
る
定
時
制
向

上
効
果
が
出
て
い
ま
す
。
医
療
に
お
い
て
も
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
緊
急
輸
送
の
際
に
、

空
港
ま
で
10
分
以
上
も
早
く
着
く
た
め
、

対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
緊

急
輸
送
の
支
援
、
重
篤
患
者
の
救
命
率
向

上
に
繋
が
る
と
感
じ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
産
業
と
物
流

　

道
内
シ
ェ
ア
の
約
7
割
を
占
め
る
知
内
町

▲ 函館・江差自動車道（茂辺地木古内道路）、函館新外環状道路（空港道路）　位置図

～高規格道路ネットワーク拡充の効果～

の
ニ
ラ
は
函
館
空
港
・
函
館
港
を
経
由
し
て

本
州
な
ど
に
出
荷
さ
れ
て
お
り
茂
辺
地
木

古
内
道
路
の
開
通
に
よ
り
輸
送
時
間
を
短

縮
し
作
業
時
間
を
確
保
で
き
る
た
め
、
出

荷
時
間
の
順
守
に
加
え
出
荷
量
の
増
加
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
内
シ
ェ
ア

の
約
８
割
を
占
め
る
道
南
地
域
の
マ
グ
ロ
は
、

函
館
港
を
経
由
し
て
豊
洲
市
場
な
ど
へ
出

荷
し
て
い
ま
す
が
、
茂
辺
地
木
古
内
道
路
の

開
通
に
よ
り
、
冬
期
の
安
定
輸
送
な
ど
広

域
物
流
の
効
率
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

引
き
続
き
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
取
り
組
み
の
加
速
化
、
深
化
を
図
る

た
め
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
は
じ

め
と
す
る
道
路
整
備
や
老
朽
化
対
策
等
を

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

き    

こ   

な
い

か
み 

の   

く
に

ほ
く  

と

も  

へ 

じ
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▲ 別当大橋

▲ 空港道路 開通後の状況

▲ 茂辺地木古内道路 開通後の状況

は
じ
め
に

　
日
本
の
国
土
面
積
の
約
22
％
を
占
め
る

北
海
道
は
、
道
内
人
口
の
約
7
割
が
人
口

集
中
地
区
に
居
住
し
て
い
ま
す
が
、
都
市
間

の
平
均
距
離
は
全
国
の
お
よ
そ
2
倍
と
、
広

域
分
散
型
の
地
域
構
造
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
物
流
の
効
率
化
や
観
光
振
興
、

救
急
医
療
な
ど
社
会
・
経
済
活
動
に
お
い
て
、

時
間
距
離
の
短
縮
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
高
速
交
通
体
系
の
整
備
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

高
規
格
道
路
は
、食
と
観
光
を
担
う「
生

産
空
間
」
の
維
持
・
発
展
の
た
め
、
食
の

輸
送
を
支
え
る
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
、
観
光
地
や
主
要
な
空
港
・
港
湾
等
へ

の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
円
滑
化
は
も
と
よ
り
、

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
広
域
的
な

救
助
・
救
援
、
緊
急
物
資
の
輸
送
や
復
旧

活
動
を
支
え
る
な
ど
、
災
害
時
に
も
欠
か

せ
な
い
根
幹
的
イ
ン
フ
ラ
で
す
。

路
線
概
要

　
函
館
・
江
差
自
動
車
道
は
、
北
海
道
函

館
市
を
起
点
と
し
、
北
斗
市
、
木
古
内
町
、

上
ノ
国
町
を
経
由
し
て
江
差
町
に
い
た
る

高
規
格
道
路
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
北
斗

茂
辺
地
Ｉ
Ｃ
か
ら
木
古
内
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
延

長
16
㎞
区
間
は
茂
辺
地
木
古
内
道
路
と
し

て
、平
成
6
年
度
よ
り
事
業
着
手
し
て
お
り
、

平
成
8
年
度
の
環
境
影
響
評
価
を
経
て
設

計
協
議
を
行
い
平
成
10
年
度
に
用
地
着
手

し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
埋
蔵
文
化
財
調

査
等
を
行
い
、
平
成
13
年
度
か
ら
工
事
に

着
手
し
、
令
和
４
年
３
月
26
日
に
開
通
し

ま
し
た
。

　
函
館
新
外
環
状
道
路
は
、
函
館
市
桔
梗

町
を
起
点
と
し
、
函
館
市
古
川
町
に
至
る

延
長
約
15
㎞
の
高
規
格
道
路
で
あ
り
、
こ

の
う
ち
、
赤
川
Ｉ
Ｃ
〜
函
館
空
港
Ｉ
Ｃ
ま

で
の
延
長
７
・
６
㎞
区
間
は
空
港
道
路
と

し
て
、
平
成
13
年
度
の
着
工
準
備
以
降
、

北
海
道
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
手
続
き
、

都
市
計
画
変
更
手
続
き
を
経
て
、
平
成
19

年
度
に
事
業
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
21
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、

令
和
３
年
３
月
28
日
に
開
通
を
迎
え
ま
し

た
。

　
茂
辺
地
木
古
内
道
路
・
空
港
道
路
の
開

通
に
よ
り
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
に

よ
る
近
隣
都
市
間
の
連
絡
機
能
強
化
を
図

り
、
広
域
周
遊
観
光
の
活
性
化
、
緊
急
搬

送
の
速
達
性
・
安
定
性
向
上
、
農
林
水
産

品
の
輸
送
効
率
化
、
緊
急
時
の
避
難
救
援

ル
ー
ト
の
形
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

路
線
別
の
構
造
物

　
茂
辺
地
木
古
内
道
路
に
は
、
ト
ン
ネ
ル
が

１
本
、
橋
梁
が
11
本
あ
り
、
延
長
16
㎞
の
う

ち
約
4
・
6
㎞
（
約
3
割
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
木
古
内
町
内
に
設
置
の
橋
梁
延
長

上
位
４
橋
梁
に
は
、
木
古
内
町
の
伝
統
行
事

「
寒
中
み
そ
ぎ
祭
り
」
に
ち
な
ん
で
「
別
当

大
橋
」「
稲
荷
大
橋
」「
山
の
神
大
橋
」「
弁

財
天
大
橋
」
と
命
名
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
路
線
は
新
第
三
紀
中
新
世
後

期
〜
鮮
新
世
の
茂
辺
地
川
層
や
泥
質
岩
相

部
層
（
厚
沢
部
層
）
の
泥
岩
、
シ
ル
ト
岩
、

凝
灰
岩
を
主
体
と
す
る
堆
積
岩
類
を
基
盤

と
し
、
段
丘
堆
積
物
、
地
す
べ
り
堆
積
物
、

現
河
床
堆
積
物
、
崖
錐
堆
積
物
な
ど
が
被

覆
層
と
し
て
分
布
し
て
い
ま
す
。
基
盤
岩
は
、

塊
状
無
層
理
で
亀
裂
が
少
な
く
、
弱
風
化
部

以
深
に
お
け
る
Ｎ
値
は
安
定
し
て
50
以
上
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
分
布
深
度
は
部
分
的

に
10
ｍ
以
深
に
ま
で
下
が
る
箇
所
が
あ
る
も

の
の
概
ね
深
度
5
m
程
度
と
比
較
的
浅
い
箇

所
に
分
布
し
て
い
る
た
め
、
11
橋
全
て
が
Ｐ

Ｃ
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
函
館
新
外
環
状
道
路
の
、
赤
川
Ｉ
Ｃ
〜

函
館
空
港
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
延
長
７
・
６
㎞
区
間

は
、
９
本
の
橋
梁
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
約

１
割
の
延
長
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

ち
ら
も
９
本
中
７
本
が
Ｐ
Ｃ
橋
と
な
っ
て
お

り
、
主
に
先
第
三
紀
の
戸
井
層
と
新
第
三
紀

の
汐
泊
川
層
の
泥
岩
、
砂
岩
、
凝
灰
岩
を
基

盤
と
し
た
Ｎ
値
50
以
上
の
良
好
な
地
質
が
、

概
ね
深
度
５
ｍ
付
近
と
比
較
的
浅
い
深
度
に

分
布
し
て
お
り
地
盤
条
件
が
良
い
こ
と
か
ら
、

Ｐ
Ｃ
橋
が
多
く
採
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

高
度
な
施
工
管
理

　
そ
の
う
ち
函
館
新
外
環
状
道
路
の
「
湯

の
沢
川
大
橋
」
を
紹
介
し
ま
す
。
橋
長
が
１

５
７・３
ｍ
、橋
梁
形
式
は
「
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ

ン
２
径
間
Ｐ
Ｃ
Ｔ
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
」
で
、
架

設
工
法
は
「
片
持
ち
架
設
工
法
」
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
こ
の
橋
梁
は
日
吉
Ｉ
Ｃ
が
近

く
ラ
ン
プ
合
流
部
に
位
置
し
て
い
る
た
め
起

点
と
終
点
の
幅
員
が
約
32
ｍ
〜
23
ｍ
と
10
ｍ

も
違
う
上
下
線
一
帯
構
造
の
た
め
非
常
に
高

度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
ま
し
た
。
主
桁
は
４

室
箱
桁
と
な
っ
て
お
り
、
A
1
か
ら
P
1
間

は
拡
幅
に
併
せ
て
４
室
を
同
時
に
広
げ
、

P
1
か
ら
A
2
間
は
張
出
し
床
版
の
長
さ

を
変
化
さ
せ
、
幅
員
変
化
に
対
応
し
ま
し
た
。

A
1
側
への
張
出
し
施
工
で
は
、
横
移
動
装

置
を
組
み
込
ん
だ
特
殊
な
移
動
作
業
台
車

を
用
い
て
、
細
や
か
な
施
工
管
理
に
よ
り
完

成
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

C
I
M
に
よ
る
検
証
と

作
業
員
へ
の
周
知

　

茂
辺
地
木
古
内
道
路
の
「
渡
島
当
別
大

橋
」
で
の
C
I
M
導
入
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
本
橋
梁
は
橋
長
２
９
６
ｍ
の
３
径

間
連
続
Ｐ
Ｃ
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
あ
り
、

特
に
柱
頭
部
で
は
鉄
筋
が
過
密
と
な
る
た

め
、
配
筋
モ
デ
ル
作
成
に
よ
る
鉄
筋
干
渉

の
確
認
、
ウ
ェ
ブ
突
起
部
で
は
Ｐ
Ｃ
ケ
ー

ブ
ル
の
干
渉
を
回
避
す
る
た
め
ス
タ
ー

ラ
ッ
プ
形
状
を
変
更
す
る
な
ど
に
Ｃ
Ｉ
Ｍ

デ
ー
タ
を
活
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
施
工

計
画
、作
業
員
へ
の
作
業
手
順
の
周
知
な
ど
、

C
I
M
活
用
工
事
と
し
て
受
発
注
者
共
に

現
場
の
理
解
が
深
ま
り
事
故
も
な
く
完
了

し
ま
し
た
。
な
お
、
担
当
事
務
所
は

i-Construction

の
先
導
事
務
所
で
あ
り
、

３
次
元
起
工
測
量
、
３
次
元
デ
ー
タ
作
成
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
に
よ
る
施
工
、
３
次
元

出
来
形
測
量
な
ど
I
C
T
を
活
用
し
た
工

事
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、

橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
構
造
物
で
は

B
I
M
／
C
I
M
に
取
り
組
み
、
監
督
検

査
の
効
率
化
、
変
更
協
議
の
効
率
化
、
対

外
説
明
資
料
等
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

開
通
前
イ
ベ
ン
ト

　

令
和
２
年
10
月
４
日
に
、
函
館
市
東
山

町
会
と
同
町
内
を
通
る
新
外
環
状
道
路
の

東
山
大
橋
上
部
工
事
の
受
注
者
が
主
催
し

て
、
市
内
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
現
場

見
学
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
見
学
会

で
は
参
加
者
36
人
が
橋
上
に
虹
の
絵
を
描

き
、
完
成
後
は
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
上
空
か

ら
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
6

年
生
は
「
思
い
出
と
し
て
も
残
る
の
で
、

と
て
も
う
れ
し
い
。
貴
重
な
経
験
が
で
き

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

整
備
効
果
と
地
元
か
ら
の
声

観
光
へ
の
影
響

　

茂
辺
地
木
古
内
道
路
は
函
館
新
外
環
状

道
路
と
一
体
と
な
り
、
函
館
空
港
か
ら
主

要
観
光
地
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
強
化
が
図
ら

れ
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
道
南
地

域
に
お
け
る
周
遊
観
光
活
性
化
の
支
援
が

期
待
さ
れ
、
両
道
路
開
通
後
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
函
館
空
港
の
レ
ン
タ

カ
ー
利
用
者
、
松
前
さ
く
ら
ま
つ
り
、
道

の
駅
な
ど
の
入
込
客
数
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
移

動
時
間
短
縮
に
よ
り
満
足
度
が
高
く
な
っ

た
と
の
声
も
頂
い
て
お
り
ま
す
。

交
通
量

　

茂
辺
地
木
古
内
道
路
開
通
後
の
交
通
量

は
、
平
行
す
る
国
道
の
交
通
量
の
約
6
割

が
転
換
し
て
お
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
は
、
さ
ら
に
4
割
増
え
並
行
路
線
と

合
わ
せ
て
も
約
2
割
の
交
通
量
増
加
が
確

認
で
き
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
函
館
新
外

環
状
道
路
に
お
い
て
も
平
行
す
る
道
道
函

館
上
磯
線
の
交
通
量
が
約
２
割
減
少
し
、

並
行
路
線
合
計
で
は
５
割
増
加
す
る
な
ど
、

道
南
圏
に
お
け
る
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
概
成
に
伴
い
広
域
移
動
の
利
便

性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

安
全
性

　

函
館
新
外
環
状
道
路
の
開
通
に
伴
う
交

通
転
換
に
よ
り
、
平
行
す
る
道
道
函
館
上

磯
線
を
は
じ
め
と
す
る
路
線
で
の
交
通
事

故
件
数
が
、
そ
れ
ま
で
の
平
均
8
件
か
ら

1
件
に
ま
で
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
沿
線

の
学
校
関
係
者
か
ら
は
「
通
勤
が
集
中
す

る
時
間
帯
の
交
通
量
が
半
分
程
度
に
減
少

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
」
と
、
安
全
性

向
上
を
実
感
頂
い
て
お
り
ま
す
。

定
時
制

　

函
館
新
外
環
状
道
路
の
開
通
で
バ
ス
事

業
者
が
新
た
に
函
館
空
港
と
新
函
館
北
斗

駅
間
（
新
幹
線
）
を
結
ぶ
直
行
バ
ス
の
運

行
を
始
め
る
な
ど
市
街
地
を
通
る
よ
り
16

分
の
時
間
短
縮
の
効
果
に
よ
る
定
時
制
向

上
効
果
が
出
て
い
ま
す
。
医
療
に
お
い
て
も
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
緊
急
輸
送
の
際
に
、

空
港
ま
で
10
分
以
上
も
早
く
着
く
た
め
、

対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
緊

急
輸
送
の
支
援
、
重
篤
患
者
の
救
命
率
向

上
に
繋
が
る
と
感
じ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
産
業
と
物
流

　

道
内
シ
ェ
ア
の
約
7
割
を
占
め
る
知
内
町

当別大橋
丸山石別大橋
渡島当別大橋
稲荷大橋
弁財天大橋
別当大橋
山の神大橋
ポンクレ川橋
幸連川橋
大平跨線橋
大平川橋

2径間連続ポステンPCラーメン箱桁橋
3径間連続ポステンPCラーメン箱桁橋
3径間連続ポステンPCラーメン箱桁橋
3径間連続ポステンPCラーメン箱桁橋
4径間連続ポステンPCコンポ橋
6径間連続ポステンPCラーメン箱桁橋
6径間連続ポステンPCコンポ橋
2径間連続ポステンPCコンポ橋
2径間連続ポステンPCコンポ橋
3径間連続ポステンPC中空床版橋
単純プレテンPC中空床版橋

220.0
216.0
296.0
298.0
140.0
473.0
241.0
74.0
84.0
85.9
21.8

橋梁名 上部工形式橋長（m） 橋梁名 上部工形式橋長（m）

（　）内は下り線

函館江差自動車道（茂辺地木古内道路）橋梁一覧 函館新外環状道路（空港道路）橋梁一覧

亀田川橋
陣川大橋
東山大橋
東山橋
日吉IC橋
湯の沢川大橋
見晴公園橋
松倉川大橋
上湯川橋

単純PC一室箱桁橋
3径間連続ポステンPCコンポ橋
5径間連続ポステンPCコンポ橋
ポステンPCポータルラーメン箱桁橋
単純鋼合成少数鈑桁橋
2径間連続ポステンPCTラーメン箱桁橋
2径間連続ポステンPCコンポ橋
３径間連続鋼少数鈑桁橋
単純プレテンPC中空床版橋

67.2（57.2）
127.6

175.3（189.8）
18.2（21.6）

38.6
157.3

52.2（31.1）
135.1（63.0）

24.8

の
ニ
ラ
は
函
館
空
港
・
函
館
港
を
経
由
し
て

本
州
な
ど
に
出
荷
さ
れ
て
お
り
茂
辺
地
木

古
内
道
路
の
開
通
に
よ
り
輸
送
時
間
を
短

縮
し
作
業
時
間
を
確
保
で
き
る
た
め
、
出

荷
時
間
の
順
守
に
加
え
出
荷
量
の
増
加
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
内
シ
ェ
ア

の
約
８
割
を
占
め
る
道
南
地
域
の
マ
グ
ロ
は
、

函
館
港
を
経
由
し
て
豊
洲
市
場
な
ど
へ
出

荷
し
て
い
ま
す
が
、
茂
辺
地
木
古
内
道
路
の

開
通
に
よ
り
、
冬
期
の
安
定
輸
送
な
ど
広

域
物
流
の
効
率
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

引
き
続
き
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
取
り
組
み
の
加
速
化
、
深
化
を
図
る

た
め
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
は
じ

め
と
す
る
道
路
整
備
や
老
朽
化
対
策
等
を

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。



PC プレス　2023 ／ May ／ Vol.031  　16

は
じ
め
に

　
日
本
の
国
土
面
積
の
約
22
％
を
占
め
る

北
海
道
は
、
道
内
人
口
の
約
7
割
が
人
口

集
中
地
区
に
居
住
し
て
い
ま
す
が
、
都
市
間

の
平
均
距
離
は
全
国
の
お
よ
そ
2
倍
と
、
広

域
分
散
型
の
地
域
構
造
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
物
流
の
効
率
化
や
観
光
振
興
、

救
急
医
療
な
ど
社
会
・
経
済
活
動
に
お
い
て
、

時
間
距
離
の
短
縮
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
高
速
交
通
体
系
の
整
備
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

高
規
格
道
路
は
、食
と
観
光
を
担
う「
生

産
空
間
」
の
維
持
・
発
展
の
た
め
、
食
の

輸
送
を
支
え
る
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
、
観
光
地
や
主
要
な
空
港
・
港
湾
等
へ

の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
円
滑
化
は
も
と
よ
り
、

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
広
域
的
な

救
助
・
救
援
、
緊
急
物
資
の
輸
送
や
復
旧

活
動
を
支
え
る
な
ど
、
災
害
時
に
も
欠
か

せ
な
い
根
幹
的
イ
ン
フ
ラ
で
す
。

路
線
概
要

　
函
館
・
江
差
自
動
車
道
は
、
北
海
道
函

館
市
を
起
点
と
し
、
北
斗
市
、
木
古
内
町
、

上
ノ
国
町
を
経
由
し
て
江
差
町
に
い
た
る

高
規
格
道
路
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
北
斗

茂
辺
地
Ｉ
Ｃ
か
ら
木
古
内
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
延

長
16
㎞
区
間
は
茂
辺
地
木
古
内
道
路
と
し

て
、平
成
6
年
度
よ
り
事
業
着
手
し
て
お
り
、

平
成
8
年
度
の
環
境
影
響
評
価
を
経
て
設

計
協
議
を
行
い
平
成
10
年
度
に
用
地
着
手

し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
埋
蔵
文
化
財
調

査
等
を
行
い
、
平
成
13
年
度
か
ら
工
事
に

着
手
し
、
令
和
４
年
３
月
26
日
に
開
通
し

ま
し
た
。

　
函
館
新
外
環
状
道
路
は
、
函
館
市
桔
梗

町
を
起
点
と
し
、
函
館
市
古
川
町
に
至
る

延
長
約
15
㎞
の
高
規
格
道
路
で
あ
り
、
こ

の
う
ち
、
赤
川
Ｉ
Ｃ
〜
函
館
空
港
Ｉ
Ｃ
ま

で
の
延
長
７
・
６
㎞
区
間
は
空
港
道
路
と

し
て
、
平
成
13
年
度
の
着
工
準
備
以
降
、

北
海
道
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
手
続
き
、

都
市
計
画
変
更
手
続
き
を
経
て
、
平
成
19

年
度
に
事
業
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
21
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、

令
和
３
年
３
月
28
日
に
開
通
を
迎
え
ま
し

た
。

　
茂
辺
地
木
古
内
道
路
・
空
港
道
路
の
開

通
に
よ
り
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
に

よ
る
近
隣
都
市
間
の
連
絡
機
能
強
化
を
図

り
、
広
域
周
遊
観
光
の
活
性
化
、
緊
急
搬

送
の
速
達
性
・
安
定
性
向
上
、
農
林
水
産

品
の
輸
送
効
率
化
、
緊
急
時
の
避
難
救
援

ル
ー
ト
の
形
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

路
線
別
の
構
造
物

　
茂
辺
地
木
古
内
道
路
に
は
、
ト
ン
ネ
ル
が

１
本
、
橋
梁
が
11
本
あ
り
、
延
長
16
㎞
の
う

ち
約
4
・
6
㎞
（
約
3
割
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
木
古
内
町
内
に
設
置
の
橋
梁
延
長

上
位
４
橋
梁
に
は
、
木
古
内
町
の
伝
統
行
事

「
寒
中
み
そ
ぎ
祭
り
」
に
ち
な
ん
で
「
別
当

大
橋
」「
稲
荷
大
橋
」「
山
の
神
大
橋
」「
弁

財
天
大
橋
」
と
命
名
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
路
線
は
新
第
三
紀
中
新
世
後

期
〜
鮮
新
世
の
茂
辺
地
川
層
や
泥
質
岩
相

部
層
（
厚
沢
部
層
）
の
泥
岩
、
シ
ル
ト
岩
、

凝
灰
岩
を
主
体
と
す
る
堆
積
岩
類
を
基
盤

と
し
、
段
丘
堆
積
物
、
地
す
べ
り
堆
積
物
、

現
河
床
堆
積
物
、
崖
錐
堆
積
物
な
ど
が
被

覆
層
と
し
て
分
布
し
て
い
ま
す
。
基
盤
岩
は
、

塊
状
無
層
理
で
亀
裂
が
少
な
く
、
弱
風
化
部

以
深
に
お
け
る
Ｎ
値
は
安
定
し
て
50
以
上
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
分
布
深
度
は
部
分
的

に
10
ｍ
以
深
に
ま
で
下
が
る
箇
所
が
あ
る
も

の
の
概
ね
深
度
5
m
程
度
と
比
較
的
浅
い
箇

所
に
分
布
し
て
い
る
た
め
、
11
橋
全
て
が
Ｐ

Ｃ
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
函
館
新
外
環
状
道
路
の
、
赤
川
Ｉ
Ｃ
〜

函
館
空
港
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
延
長
７
・
６
㎞
区
間

は
、
９
本
の
橋
梁
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
約

１
割
の
延
長
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

ち
ら
も
９
本
中
７
本
が
Ｐ
Ｃ
橋
と
な
っ
て
お

り
、
主
に
先
第
三
紀
の
戸
井
層
と
新
第
三
紀

の
汐
泊
川
層
の
泥
岩
、
砂
岩
、
凝
灰
岩
を
基

盤
と
し
た
Ｎ
値
50
以
上
の
良
好
な
地
質
が
、

概
ね
深
度
５
ｍ
付
近
と
比
較
的
浅
い
深
度
に

分
布
し
て
お
り
地
盤
条
件
が
良
い
こ
と
か
ら
、

Ｐ
Ｃ
橋
が
多
く
採
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

高
度
な
施
工
管
理

　
そ
の
う
ち
函
館
新
外
環
状
道
路
の
「
湯

の
沢
川
大
橋
」
を
紹
介
し
ま
す
。
橋
長
が
１

５
７・３
ｍ
、橋
梁
形
式
は
「
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ

ン
２
径
間
Ｐ
Ｃ
Ｔ
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
」
で
、
架

設
工
法
は
「
片
持
ち
架
設
工
法
」
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
こ
の
橋
梁
は
日
吉
Ｉ
Ｃ
が
近

く
ラ
ン
プ
合
流
部
に
位
置
し
て
い
る
た
め
起

点
と
終
点
の
幅
員
が
約
32
ｍ
〜
23
ｍ
と
10
ｍ

も
違
う
上
下
線
一
帯
構
造
の
た
め
非
常
に
高

度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
ま
し
た
。
主
桁
は
４

室
箱
桁
と
な
っ
て
お
り
、
A
1
か
ら
P
1
間

は
拡
幅
に
併
せ
て
４
室
を
同
時
に
広
げ
、

P
1
か
ら
A
2
間
は
張
出
し
床
版
の
長
さ

を
変
化
さ
せ
、
幅
員
変
化
に
対
応
し
ま
し
た
。

A
1
側
への
張
出
し
施
工
で
は
、
横
移
動
装

置
を
組
み
込
ん
だ
特
殊
な
移
動
作
業
台
車

を
用
い
て
、
細
や
か
な
施
工
管
理
に
よ
り
完

成
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

C
I
M
に
よ
る
検
証
と

作
業
員
へ
の
周
知

　

茂
辺
地
木
古
内
道
路
の
「
渡
島

当
別
大
橋
」
で
の
C
I
M
導
入
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
本
橋
梁
は

橋
長
２
９
６
ｍ
の
３
径
間
連
続
Ｐ

Ｃ
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
あ
り
、
特

に
柱
頭
部
で
は
鉄
筋
が
過
密
と
な

る
た
め
、
配
筋
モ
デ
ル
作
成
に
よ

る
鉄
筋
干
渉
の
確
認
、
ウ
ェ
ブ
突

起
部
で
は
Ｐ
Ｃ
ケ
ー
ブ
ル
の
干
渉

を
回
避
す
る
た
め
ス
タ
ー
ラ
ッ
プ
形
状
を

変
更
す
る
な
ど
に
Ｃ
Ｉ
Ｍ
デ
ー
タ
を
活
用

し
ま
し
た
。
ま
た
、
施
工
計
画
、
作
業
員

へ
の
作
業
手
順
の
周
知
な
ど
、
C
I
M
活

用
工
事
と
し
て
受
発
注
者
共
に
現
場
の
理

解
が
深
ま
り
事
故
も
な
く
完
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
担
当
事
務
所
はi-Construction

の
先
導
事
務
所
で
あ
り
、３
次
元
起
工
測
量
、

３
次
元
デ
ー
タ
作
成
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
に

よ
る
施
工
、
３
次
元
出
来
形
測
量
な
ど

I
C
T
を
活
用
し
た
工
事
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル

な
ど
の
構
造
物
で
は
B
I
M
／
C
I
M
に

取
り
組
み
、
監
督
検
査

の
効
率
化
、
変
更
協
議

の
効
率
化
、
対
外
説
明

資
料
等
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。

開
通
前
イ
ベ
ン
ト

　

令
和
２
年
10
月
４
日

に
、
函
館
市
東
山
町
会

と
同
町
内
を
通
る
新
外
環
状
道
路
の
東
山

大
橋
上
部
工
事
の
受
注
者
が
主
催
し
て
、

市
内
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
現
場
見
学

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
見
学
会
で
は

参
加
者
36
人
が
橋
上
に
虹
の
絵
を
描
き
、

完
成
後
は
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
上
空
か
ら
記

念
撮
影
を
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
6
年
生

は
「
思
い
出
と
し
て
も
残
る
の
で
、
と
て
も

う
れ
し
い
。
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

整
備
効
果
と
地
元
か
ら
の
声

観
光
へ
の
影
響

　

茂
辺
地
木
古
内
道
路
は
函
館
新
外
環
状

道
路
と
一
体
と
な
り
、
函
館
空
港
か
ら
主

要
観
光
地
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
強
化
が
図
ら

れ
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
道
南
地

域
に
お
け
る
周
遊
観
光
活
性
化
の
支
援
が

期
待
さ
れ
、
両
道
路
開
通
後
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
函
館
空
港
の
レ
ン
タ

カ
ー
利
用
者
、
松
前
さ
く
ら
ま
つ
り
、
道

の
駅
な
ど
の
入
込
客
数
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
移

動
時
間
短
縮
に
よ
り
満
足
度
が
高
く
な
っ

た
と
の
声
も
頂
い
て
お
り
ま
す
。

交
通
量

　

茂
辺
地
木
古
内
道
路
開
通
後
の
交
通
量

は
、
平
行
す
る
国
道
の
交
通
量
の
約
6
割

が
転
換
し
て
お
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
は
、
さ
ら
に
4
割
増
え
並
行
路
線
と

合
わ
せ
て
も
約
2
割
の
交
通
量
増
加
が
確

認
で
き
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
函
館
新
外

環
状
道
路
に
お
い
て
も
平
行
す
る
道
道
函

館
上
磯
線
の
交
通
量
が
約
２
割
減
少
し
、

並
行
路
線
合
計
で
は
５
割
増
加
す
る
な
ど
、

道
南
圏
に
お
け
る
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
概
成
に
伴
い
広
域
移
動
の
利
便

性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

安
全
性

　

函
館
新
外
環
状
道
路
の
開
通
に
伴
う
交

通
転
換
に
よ
り
、
平
行
す
る
道
道
函
館
上

磯
線
を
は
じ
め
と
す
る
路
線
で
の
交
通
事

故
件
数
が
、
そ
れ
ま
で
の
平
均
8
件
か
ら

1
件
に
ま
で
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
沿
線

▲ 湯の沢川大橋　完成写真

▲ CIMと現地の比較写真

の
学
校
関
係
者
か
ら
は
「
通
勤
が
集
中
す

る
時
間
帯
の
交
通
量
が
半
分
程
度
に
減
少

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
」
と
、
安
全
性

向
上
を
実
感
頂
い
て
お
り
ま
す
。

定
時
制

　

函
館
新
外
環
状
道
路
の
開
通
で
バ
ス
事

業
者
が
新
た
に
函
館
空
港
と
新
函
館
北
斗

駅
間
（
新
幹
線
）
を
結
ぶ
直
行
バ
ス
の
運

行
を
始
め
る
な
ど
市
街
地
を
通
る
よ
り
16

分
の
時
間
短
縮
の
効
果
に
よ
る
定
時
制
向

上
効
果
が
出
て
い
ま
す
。
医
療
に
お
い
て
も
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
緊
急
輸
送
の
際
に
、

空
港
ま
で
10
分
以
上
も
早
く
着
く
た
め
、

▲ 現場見学会

対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
緊

急
輸
送
の
支
援
、
重
篤
患
者
の
救
命
率
向

上
に
繋
が
る
と
感
じ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
産
業
と
物
流

　

道
内
シ
ェ
ア
の
約
7
割
を
占
め
る
知
内
町

の
ニ
ラ
は
函
館
空
港
・
函
館
港
を
経
由
し
て

本
州
な
ど
に
出
荷
さ
れ
て
お
り
茂
辺
地
木

古
内
道
路
の
開
通
に
よ
り
輸
送
時
間
を
短

縮
し
作
業
時
間
を
確
保
で
き
る
た
め
、
出

荷
時
間
の
順
守
に
加
え
出
荷
量
の
増
加
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
内
シ
ェ
ア

の
約
８
割
を
占
め
る
道
南
地
域
の
マ
グ
ロ
は
、

函
館
港
を
経
由
し
て
豊
洲
市
場
な
ど
へ
出

荷
し
て
い
ま
す
が
、
茂
辺
地
木
古
内
道
路
の

開
通
に
よ
り
、
冬
期
の
安
定
輸
送
な
ど
広

域
物
流
の
効
率
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

引
き
続
き
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
取
り
組
み
の
加
速
化
、
深
化
を
図
る

た
め
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
は
じ

め
と
す
る
道
路
整
備
や
老
朽
化
対
策
等
を

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

▲ 道南地域の観光活性化の支援
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ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
函
館
空
港
の
レ
ン
タ

カ
ー
利
用
者
、
松
前
さ
く
ら
ま
つ
り
、
道

の
駅
な
ど
の
入
込
客
数
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
移

動
時
間
短
縮
に
よ
り
満
足
度
が
高
く
な
っ

た
と
の
声
も
頂
い
て
お
り
ま
す
。

交
通
量

　

茂
辺
地
木
古
内
道
路
開
通
後
の
交
通
量

は
、
平
行
す
る
国
道
の
交
通
量
の
約
6
割

が
転
換
し
て
お
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
は
、
さ
ら
に
4
割
増
え
並
行
路
線
と

合
わ
せ
て
も
約
2
割
の
交
通
量
増
加
が
確

認
で
き
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
函
館
新
外

環
状
道
路
に
お
い
て
も
平
行
す
る
道
道
函

館
上
磯
線
の
交
通
量
が
約
２
割
減
少
し
、

並
行
路
線
合
計
で
は
５
割
増
加
す
る
な
ど
、

道
南
圏
に
お
け
る
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
概
成
に
伴
い
広
域
移
動
の
利
便

性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

安
全
性

　

函
館
新
外
環
状
道
路
の
開
通
に
伴
う
交

通
転
換
に
よ
り
、
平
行
す
る
道
道
函
館
上

磯
線
を
は
じ
め
と
す
る
路
線
で
の
交
通
事

故
件
数
が
、
そ
れ
ま
で
の
平
均
8
件
か
ら

1
件
に
ま
で
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
沿
線

▲ 函館新外環状道路開通に伴う交通転換

▲ 農産品・水産品の輸送状況

の
学
校
関
係
者
か
ら
は
「
通
勤
が
集
中
す

る
時
間
帯
の
交
通
量
が
半
分
程
度
に
減
少

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
」
と
、
安
全
性

向
上
を
実
感
頂
い
て
お
り
ま
す
。

定
時
制

　

函
館
新
外
環
状
道
路
の
開
通
で
バ
ス
事

業
者
が
新
た
に
函
館
空
港
と
新
函
館
北
斗

駅
間
（
新
幹
線
）
を
結
ぶ
直
行
バ
ス
の
運

行
を
始
め
る
な
ど
市
街
地
を
通
る
よ
り
16

分
の
時
間
短
縮
の
効
果
に
よ
る
定
時
制
向

上
効
果
が
出
て
い
ま
す
。
医
療
に
お
い
て
も
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
緊
急
輸
送
の
際
に
、

空
港
ま
で
10
分
以
上
も
早
く
着
く
た
め
、

対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
緊

急
輸
送
の
支
援
、
重
篤
患
者
の
救
命
率
向

上
に
繋
が
る
と
感
じ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
産
業
と
物
流

　

道
内
シ
ェ
ア
の
約
7
割
を
占
め
る
知
内
町

の
ニ
ラ
は
函
館
空
港
・
函
館
港
を
経
由
し
て

本
州
な
ど
に
出
荷
さ
れ
て
お
り
茂
辺
地
木

古
内
道
路
の
開
通
に
よ
り
輸
送
時
間
を
短

縮
し
作
業
時
間
を
確
保
で
き
る
た
め
、
出

荷
時
間
の
順
守
に
加
え
出
荷
量
の
増
加
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
内
シ
ェ
ア

の
約
８
割
を
占
め
る
道
南
地
域
の
マ
グ
ロ
は
、

函
館
港
を
経
由
し
て
豊
洲
市
場
な
ど
へ
出

荷
し
て
い
ま
す
が
、
茂
辺
地

木
古
内
道
路
の
開
通
に
よ
り
、

冬
期
の
安
定
輸
送
な
ど
広
域

物
流
の
効
率
化
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

引
き
続
き
、
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
取
り
組
み

の
加
速
化
、
深
化
を
図
る

た
め
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る

道
路
整
備
や
老
朽
化
対
策

等
を
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
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